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1.はじめに
11月にも入り、すっかり冬の到来を感じる季節と

なってきました。当社農場でも雪が観測されはじめる
時期であり、外に出るのも億劫な期間に突入し始めま
した。
北海道に限らずこれから全国的に寒波が到来します

が、離乳～育成期の子牛は下痢等の体調不良が増加し
始める時期かと存じます。今回は厳冬期を乗り切る子
牛の飼養管理および製品ラインナップをご紹介させて
いただきます。

2.厳冬期の哺乳ポイント
厳冬期は子牛飼養において、もっとも気を遣う時期

です。哺乳子牛はミルクから固形飼料への切り替えも
あることから、体調面で大きな変化が起こります。そ
のため外部要因（気温・密飼いなど）によるストレス
がなるべくかからない飼養管理を行い、良好な成長に
つなげたく考えます。
哺乳の話を先述いたしましたが、哺乳方法を整える

ことで子牛の下痢を防止することに繋がる場合があ
ります。皆さんは哺乳後のミルク・代用乳がどのよう
に子牛に消化・吸収されていくかご存じでしょうか。

図 1、 2は当農場において推奨温度である38-39℃に
保温した代用乳を給与し、約15分後の第四胃の超音波
撮影画像を示しています。第四胃内に矢印で示した白
いきらめき部分があります。こちらは「カード」と呼
ばれる物体で、乳中に含まれるタンパク質が胃壁から
分泌される酵素（レンニン）によって凝固したもので
す。カードが形成されることにより、タンパク質の分
解・吸収が緩やかになり、未消化性の下痢を抑制しや
すくなります。一方で図 3の写真をご覧ください。こ
ちらは一般的な推奨温度よりも低く（28-30℃）調整
した代用乳を与えた場合の第四胃の様子です。推奨温
度で与えた場合よりも、矢印で示したカード形成が少
ない様子が見て取れるかと存じます。このように低温
給与を行うと、酵素の機能が落ちてしまい、結果とし
て消化不良を引き起こしてしまう可能性があります。
加えて第四胃内のpH変動は代用乳給与温度により左
右されることが知られており、低温給与の場合はpH
が下がりきらず第四胃内で環境性雑菌が繁殖してしま
う可能性があるので注意が必要です。また給与時間が
不規則であったり、給与量が適正でなかった場合は、
胃液・酵素の分泌が間に合わずに消化不良を起こして
しまう場合も考えられます。
哺乳の際には「三定（定量・定時・定温）」を厳守し、
ストレスのない哺乳を行えるようにしましょう。
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図 1　�代用乳給与直後の第四胃画像
　　　白破線部は第四胃壁を示す。

図 2　�代用乳（39℃）給与1５分後の第四胃画像
　　　�矢印部はカード位置を示す。白破線部は

第四胃壁を示す。

図 3　�代用乳（2８℃）給与1５分後の第四胃画像
　　　�矢印部はカード位置を示す。白破線部は

第四胃壁を示す。
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3.当社代用乳のご紹介
代用乳の給与ポイントをご説明いたしましたが、当

社の代用乳には様々な種類の製品があり「どのミルク
を選べばいいの？」とお困りの方もいらっしゃるかも
しれません。今回厳冬期に向けて、高脂肪・高TDN
の「まるまるみるく」および「パワーミルク」をご紹
介させていただきます。

「まるまるみるく」は油脂原料として植物性油脂の
みで製造された製品であり、TDNも115%以上と高エ
ネルギーの代用乳です。また植物油脂中に中鎖脂肪酸
（MCT）と呼ばれる吸収能力の高い脂肪酸を多く含
有しています。MCTはそのため厳冬期において速や
かな消化吸収と栄養供給の手助けをします。また溶け
も良く哺乳ロボットにもお使いいただけます。

次に「パワーミルク」ですが、他の製品と異なる点
として植物性油脂と動物性油脂を使用していることが
挙げられます。動物性油脂は植物性油脂と比較して一
般的に脂肪の融点が低く、生体内での吸収が早いた
め、厳寒期のように代謝性のエネルギーを多く要する
状況下において「動物性・植物性」の二刀流で子牛の
成長をサポートします。

4.スターターの給与ポイント
哺乳期の子牛はミルクから固形飼料（第四胃→第一

胃）への移行をする期間でもあり、身体の変化が著し
い時期です。哺乳期のスターター採食は絨毛発達を促
しルーメン内微生物叢の変化に貢献することが知られ
ています。当社「ローカーボスターター」（CP18%以
上、TDN70%以上）はその名の通り低デンプン（ロー
カーボ）でありスターターの過食に伴うデンプンの異
常発酵が減少し、下痢の回避をサポートします。また
キューブ状の粗飼料（ヘイキューブ）を含んでいるた
め（図 4）、第一胃の発達を物理的にも促します。な
おローカーボスターターはバイパスタンパク質を豊富
に含有しているため、哺乳から育成期まで一貫して用
いることが出来、中途での配合飼料の切り替えの必要
がありません。そのため配合飼料の種類を切り替えた
際に発生する下痢を防ぎ、厳冬期での外的ストレスを
防止することが出来ます。

「哺乳子牛がなかなかスターターを食べない」と
いった悩みもあるかとは思いますが、哺乳直後に一つ
まみ程度のスターターを複数回に分け口に含ませ馴致

することにより、採食を促すことが出来ます。また厳
冬期は人肌程度の新鮮な水も同時給与することによ
り、採食量アップを狙うことが出来るのがポイントで
す。給与水が極端に冷えていた場合は、飲水量が落ち
て結果的にスターター採食量も落ちてしまうので注意
しましょう。

5.最後に
厳冬期の哺乳・育成はヒトにも子牛にも不安を感じ

る時期とはなりますが、「哺乳の三定」「代用乳の特
徴」「適切なスターター給与」を心がけ乗り切りましょ
う。
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Japan

図 4　�ローカーボスターターの外観
　　　�ペレットや圧ペンコーン以外にキューブ状のヘイキューブ（粗

飼料）が含まれている。

表 1　代用乳成分値と特徴の比較

製品名

粗たん白質 24. ０%以上 24. ０%以上
粗脂肪 2５. ０%以上 2５. ０%以上

可消化養分総量 11５. ０%以上 116. ５%以上

特徴 植物性油脂
ロボット哺乳にも安心

植物性＋動物性油脂
動物性油脂で吸収率
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「骨」のこと考えてますか？
筋肉は、日頃からケアをしたり鍛えたりする
一方、骨は身体の中心にあって目で見る機会
がほとんどありません。そのため、漠然と「骨
は身体を支えているもの」という程度で、普
段から意識している人は少ないのではないで
しょうか？

骨の健康は、成長期からの骨づくりが大切
骨密度の低下や骨折の話題が高齢者に多いため、「骨は
高齢者の問題」と認識している方も多いかもしれません
が、実はそうではありません。「骨の健康」という観点
からすれば、成長期での骨づくりが一生の骨量に大きく
影響しますし、若くても出産や生活習慣によっては骨量
を低下させるリスクがあることがわかっています。
日常生活から、骨の健康を意識しよう！
骨の健康を維持・強化するために、カルシウムの摂取はと
ても大切です。
カルシウムは、体内に吸収されにくいため、摂取されても多
くは排出されてしまいます。意識して食事からカルシウムを
摂取する。そして、体内に吸収、定着しやすくするために、
バランスの取れた食事、適度な運動も大切です。

骨の構造
骨は主にカルシウムとたんぱく質の
１種であるコラーゲンから出来てい
ます。コラーゲンが土台となり骨に
しなやかさを与え、カルシウムなど
のミネラルがコラーゲンに付着する
ことで骨に強度を与えています。

骨は新陳代謝している
骨が新陳代謝しているとい
うことをご存知でしたか？
生まれた時の骨が成長に
伴って大きくなっているの
ではありません。骨も生き
ているので、誰の骨であっ
ても約 3 年のサイクルで少
しずつ新しい骨に生まれ変
わっています。

骨とカルシウム
～カルシウムの働きと骨との関係～

カルシウムを送り出す
人間の生命を維持するのに欠かせないカルシウムを
身体の各組織に送り出すためです。カルシウムが不
足すると骨から溶かし出され、余ると骨に蓄えられ
ます。その繰り返しで生まれ変わっています。

骨を若返らせる
古くなった骨を若返らせるためです。丈夫な骨も古
くなると弾力を失ってもろくなるので、生まれ変
わってしなやかな強さを維持しています。

骨
が
新
陳
代
謝
す
る
理
由

骨の健康のためにできること

カルシウムは私たちの毎日に欠かせない重要な栄養素であるにも関わらず日本人は男女とも全世代でカルシウム不足！カルシウムは私たちの毎日に欠かせない重要な栄養素であるにも関わらず日本人は男女とも全世代でカルシウム不足！
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出典：令和元年「国民健康・栄養調査」と「日本人の食事摂取基準（2020年版）」より作成
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　　＝男性のカルシウム摂取量
（令和元年 国民健康栄養調査）
　　＝男性のカルシウム推奨量

　　＝女性のカルシウム摂取量
（令和元年 国民健康栄養調査）
　　＝女性のカルシウム推奨量

出典：雪印メグミルクホームページ「骨ちょっといい話」より
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